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自由文内容 の 要 旨

十寸

1973年にニュー トリノ包含反応v.+N→v.+Xで中性カレ ントが検証された。以来多 くのデータ

の集積により，中性カレ ントの構造がますます詳しく 解明されつつある。現在まで，その構造は主と

してニュートリノと核子との反応について調べられてきた。これらには，包含反応7N→7x，準包含
←→(寸 H ー H (-4 

反応νN→νπX，パイ中間子生成反応 νN→νNTr， 弾性散乱νP→νp，等が含まれる。これらの実

験から，ワイ ンパーグ=サラム模型が良い事が知られている。また，実験精度は落るが，ニュートリ

ノと電子との弾性散乱でもワインパーグ=サラム模型が良い。

ところで，電子(或いはミ ューオ ン)と核子系での中性カレ ントの構造の研究は，電磁相互作用の

影響があるので， ~~い相互作用に特有な効果，即ちパリテ ィ の破れを観測しなくてはならない。 これ

には高い精度の実験が要求される為 Bi20'を用いた実験では，未だ各実験グループの結果が矛盾し

ていて，ゲージ様型の善悪しについて結論は下せない。1978-79年には偏極電子を用いた散乱実験が

行なわれ，ワインパーグ=サラム模型とよ〈合う結果が得られている o

ここでは，光子によるレプトン対生成反応に於る中性カレント効果について考察する。右巻と左巻

光子による レプトン対生成の角分布には，中性カレントによるパリテ ィの破れの効果が現れる。そこ

で，まず，偏極光子による包含反応 r+N→1++l-+Xの微分断面積を特別なゲージ模型によらずに

求めた。右巻と左巻光子によるこれらの断面積の差と和の比は，パリティの破れの尺度を与える。以

後これを 「非対称度」と呼ぶ。

現在最も信頼されているワインパ グ=サラム模型を用いて，数値計算を行なった。20GeV光子に

よる前方レプトン生成では，非対称度は104 程度である。また.入射方向に対して回転対称に軽粒子
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対 1+1ーが生成され， しかも， それらのエネルギーが等しい場合には，ワインパーグ=サラム模型

(sin2{}w=7'4)では，非対称度は零となり，ここに他のゲージ模型との違いが顕著に現れる事を示した。

次に γ+p→1++l-+ pのexclusive反応、について，同様の考察を行なった。この反応では，解析に

於て上記包含反応で不可避である O コーク=パートン模型を用いずに，他の実験で確立されている電

磁形状因子を用いる事が可能で、ある o

上述の研究は中性カレントの構造の解明に有効な手段である o

論文の審査 結果の要旨

弱い相互作用における中性カレントは，ワインパーグとサラムによって予言され，その存在は， 19 

73年CERNのニュートリノの泡箱実験で確認された。その後種々のニュートリノ反応の実験により，

ニュートリノの関与する過程での中性カレントの構造が決定されているo これに反し，電子と核子，

ミューオンと核子に対する中性カレントについては未だ充分の実験が為されていない。

小無君の研究は，これら荷電軽粒子と核子との関与する中性カレントの構造を決定するため，高エ

ネルギー偏極光による軽粒子対生成が有効で、あるとし，その生成断面積を理論的に与えたものである o

荷電粒子の場合，電磁相互作用が伴うため，中性カレントの効果は両相互作用の干渉として現われる

パリティ非保存効果として観測することが必要であるo このような物理量は，右巻偏極光および左巻

偏極光の入射による生成軽粒子の角分布の差として観測される o 小無君はこのような非対称度を，包

含反応の場合と，終状態の強粒子が陽子のみの反応の場合について，定式化した。また20GeVの偏極

光の場合，非対称度は前者で10-4程度，後者で10-5程度であることを示した。更に特定の配位の軽粒

子対の観測によって，ワインパーグ=サラム理論とその他の理論の差異を明らかにする可能性を指適

した。

エネルギー20GeVの偏極光も近い将来に実用化される予想もあり，このような実験も可能となるで

あろう O 以上のように小無君の研究は，軽粒子聞の中性カレントの構造決定に大きく寄与するもので

あり，よって理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める o
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